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インタビュー：海江敦士 

 

アリス九號. 

BAND-ON-THE-RISE! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

１月１４日、アリス九號.にとって３枚

目となるアルバム『VANDALIZE』がリリ

ースされる。そこにはメンバー５人がす

きな音楽、やりたい音楽が純粋に詰め込

まれており、アリス九號.として非常に

密度の濃い仕方がりとなった。さらに、

タイトルの“破壊する”という意味が象

徴するように新たな試みもあって、まさ

に彼らなりのロック・アルバムが完成し

たと言えるだろう。それだけに、メンバ

ー個々の思いにも相当深いものがあるよ

うだ。 

というわけで、今回はそんな思いを掘り

下げるインタビューをお届けしよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



ついに完成
かんせい

しましたね、『VANDALIZE』

が！ 個人的
こじんてき

な感想
かんそう

としては、まるでス

ウェーデンのサウナのような―。 

沙我：どういう意味
い み

ですかっ（笑） 

北欧
ほくおう

サウナって、普通
ふ つ う

にサウナで汗
あせ

をか

いたあと、マイナス十何度
じゅうなんど

っていう外気
が い き

にあったたりするじゃないですか。それ

ぐらい緩急
かんきゅう

激
はげ

しい楽曲
がっきょく

が入
はい

っているな

と。 

虎：ああ！（笑） 

いつからスタジオに入
はい

ってたんですか？ 

虎：もう常
つね

にでしたね。 

ヒロト：曲
きょく

によっては去年
きょねん

から作
つく

って

ました。 

ということは、アルバムの候補曲
こうほきょく

って

相当
そうとう

の数
かず

だったんじゃないですか？ 

沙我：ブログで、今
いま

まで作
つく

ってきた 70

曲
きょく

の中
なか

で……みたいなことを書
か

いたら、

このアルバムのために 70 曲
きょく

書
か

いたって

勘違
かんちが

いするファンの人
ひと

がいたんですよ。

それで“すごいですね、今回
こんかい

は！”って

コメントくれたんですけど、それは違
ちが

う

んで（苦笑
くしょう

） 

いずれにしても、いつもよりたくさんの

曲
きょく

が上
あ

がったわけでしょ？ そこから

どういう基準
きじゅん

でアルバム用
よう

の曲
きょく

を選
えら

ん

だんですか？ 

虎：まず、アルバムを作
つく

ろうと思
おも

った時
とき

に「the beautiful name」っていう 曲
きょく

があったんだよね？ 沙我君
くん

！ 

沙我：そうですね、ありました（笑） 

虎：で、この曲
きょく

が出来
で き

た時
とき

に、これは

１曲目
きょくめ

にもっていきたいって 話
はなし

になっ

て、そこからの流
なが

れで曲
きょく

を決
き

めていっ

た……みたいな。 

将：もともとは“これがいい、あれがい

い”ってメンバー同士
ど う し

で持
も

ち寄
よ

っていた

ものがあったんですけど、最後
さ い ご

の最後
さ い ご

に

「the beautiful name」が出
で

てきたんで

す。それが流
なが

れの決
き

め手
て

になりました。 

確
たし

かに１曲目
きょくめ

、いいですもんね。 

虎：ビビりますよね。こんな曲
きょく

持
も

って

きたら。 

スケールの大
おお

きさを感
かん

じますよ。 

沙我：最初
さいしょ

はライヴで表現
ひょうげん

しやすいア

ルバムにしようって話
はな

してたんで、それ

とは真逆
ま さ か

じゃないですか。ただ、この１

曲目
きょくめ

を聴
き

いたら絶対
ぜったい

にみんなわかってく

れるはずだと思
おも

って。 

ズバリ、わかってくれたわけですね。 

沙我：はい。このアルバムって、全体的
ぜんたいてき

にすごくポップで、決
けっ

して誰
だれ

に対
たい

しても

聴
き

きやすいアルバムじゃないと思
おも

うんで

す。でも、アルバムをライヴで表現
ひょうげん

し

たら、聴
き

く人
ひと

は絶対
ぜったい

にすごく大
おお

きな存在
そんざい

の中
なか

のひとつの要素
よ う そ

になれると思
おも

うんで。

とにかく多
おお

くの人
ひと

を必要
ひつよう

とする作品
さくひん

にな

ったなと。 



熱
あつ

いですね。あと、 曲
きょく

によってはいろ

んな扉
とびら

を開
あ

けてると思
おも

うんですよ。特
とく

に４曲目
きょくめ

の「Kiss twice,Kiss me 

deadly」では、あの将君
くん

がこんな歌詞
か し

を！……っていうくらいエロい路線
ろ せ ん

で。 

将：沙我君
くん

が、ランディー・ローズばり

に歌
うた

えと言
い

ってきたので― 

沙我：いや、アクセル・ローズ（笑） 

ランディー・ローズはギタリストですか

らね（笑） 

沙我：俺
おれ

はアクセル・ローズがやってる

あえぎ声
こえ

に挑戦
ちょうせん

するぐらいの意味
い み

で言
い

ったんですよ。将君
くん

はやってくれるだろ

うと思
おも

って。「ハイカラなる輪舞曲」み

たいな曲
きょく

もやってきたし。もちろん、

あれとは違
ちが

う雰囲気
ふ ん い き

だけど。 

将：これまでも“こういうのをやってみ

ました”っていう側面
そくめん

は出
だ

してたと思
おも

う

んですよ。でも、今回
こんかい

は全曲
ぜんきょく

無理
む り

なく

自分達
じぶんたち

の中
なか

にあるルーツに正直
しょうじき

になれ

たような気
き

がします。自分達
じぶんたち

が聴
き

いてき

た音楽
おんがく

に近
ちか

くなってるというか。なので、

ただ面白
おもしろ

いことをやりたいから 曲
きょく

がバ

ラけたんじゃなく、単純
たんじゅん

にやりたいも

のをやったらバラけてしまった感
かん

じです

ね。 

なるほど、それは感
かん

じます。何
なに

かライヴ

でこういうのが受
う

けるから――みたいな

視点
し て ん

で書
か

いてないのは明
あき

らかにわかりま

すね。 

将：まさにそうです。 

あと、オトナが聴
き

くと“この曲
きょく

、あの

アーティストのアレっぽいな”って聴
き

こ

えてニヤリとするんだよね。 

沙我：俺
おれ

は逆
ぎゃく

にそう思
おも

ってもらった方
ほう

が嬉
うれ

しいです。 

マジ？ 言
い

っちゃいけないと思
おも

った！ 

沙我：むしろニヤリとしてもらいたいで

す。だって俺
おれ

らが意識
い し き

したのは、みんな

カッコいいバンドだから。 

それ聞
き

いてホッとした（笑）。だとした

ら８曲目
きょくめ

の「Drella」なんて完全
かんぜん

にメタ

リカじゃないですか。 

虎：メタリカを……ダウンさせた感
かん

じで

すね。 

さぞやドラムも大変
たいへん

だったんじゃないか

と思
おも

いますが。 

Nao：そうですね。結構
けっこう

ツラかったです

（苦笑
くしょう

）。体力
たいりょく

の限界
げんかい

に挑戦
ちょうせん

しました。

ただ、ツライのは数小節
かずしょうせつ

なんですよ。

そこに全神経
ぜんしんけい

を研
と

ぎ澄
す

ますっていう。

自分
じ ぶ ん

の腕
うで

を見
み

ながら叩
たた

くと、もう痙攣
けいれん

し

てるみたいですから。 

体
からだ

張
は

ってますね。 

Nao：張
は

ってますよ！ おかげで背中
せ な か

を

痛
いた

めした。でも、それぐらいスキルとレ

ベルを求
もと

められてて。だから時間
じ か ん

の許
ゆる

す



限
かぎ

りスタジオにいて、初
はじ

めて体
からだ

が練習
れんしゅう

量
りょう

についていけない感覚
かんかく

を味
あじ

わいまし

た（苦笑
くしょう

） 

満身創痍
まんしんそうい

ですね。ギターに関
かん

しても、こ

の先
さき

どんどんプレイスタイルが広
ひろ

がって

いきそうな予感
よ か ん

がしますけど。 

虎：まだまだこれからです。 

ヒロト：今回
こんかい

はギターを弾
ひ

くことに

集 中
しゅうちゅう

できたんで、いろいろ出来
で き

ました

よ。 

純粋
じゅんすい

に好
す

きな音楽
おんがく

要素
よ う そ

が出
だ

せたって感
かん

じがしますよね。 

虎：ある程度
て い ど

意識
い し き

しても個性
こ せ い

は出
で

るがな

って。 

これは、アルバムを掲
かか

げたツアーがどう

なるのか、非常
ひじょう

に楽
たの

しみな気
き

がしますね。

たぶん、お 客
きゃく

さんのノリも変
か

わってく

るんじゃないかな。特
とく

に７曲目
きょくめ

の「www.」

って、みんなに歌
うた

って欲
ほ

しい楽曲
がっきょく

だし。 

沙我：それはイメージしました。歌
うた

って

くれ！ 

バラードは歌
うた

うけど、アッパーな曲
きょく

で

歌
うた

う習慣
しゅうかん

が日本
に ほ ん

に定着
ていちゃく

してない気
き

がす

るんで。 

将：このアルバムには歌
うた

って欲
ほ

しい歌詞
か し

がいっぱいあるんですよ。 

ヒロト：何
なん

ていうか……日本的
にほんてき

な歌
うた

い方
かた

じゃなくて、もっと大
おお

きなノリで一緒
いっしょ

に

歌
うた

って欲
ほ

しいです。 

最後
さ い ご

にアルバムのオススメポイントを、

それぞれにきいていこうかな。 

虎：俺
おれ

は１曲目
きょくめ

の「the beautiful name」

と最後
さ い ご

の「Waterfall」。最初
さいしょ

と最後
さ い ご

を

聴
き

いたら、途中
とちゅう

も聴
き

きたくなるかなと。

全部
ぜ ん ぶ

聴
き

いて欲
ほ

しいだけにね。 

沙我：俺
おれ

ら古風
こ ふ う

なバンドなんで、 曲
きょく

と

曲
きょく

のつなぎにもすごくこだわってるん

ですよ。今
いま

の時代
じ だ い

と合
あ

ってないかもしれ

ないけど、だからこそ、このアルバムは

ぜひ圧縮
あっしゅく

されたダウンロードじゃなく、

盤
ばん

で聴
き

いて欲
ほ

しいです。 

ヒロト：僕
ぼく

は１、２、３曲目
きょくめ

の流
なが

れです

ね。ライヴだろう！って感
かん

じじゃないで

すか。あと、こういう音
おと

を出
だ

しているバ

ンドって、今
いま

のＪ-ＰＯＰシーンにはい

ないと思
おも

うんですよ。単純
たんじゅん

にサビがく

るだけじゃない、もっと大
おお

きな流
なが

れを聴
き

いて欲
ほ

しいです。 

将：俺
おれ

、『Alpha』を作
つく

った頃
ころ

の自分
じ ぶ ん

の

歌詞
か し

を読
よ

み返
かえ

したら、思春期
ししゅんき

の時
とき

に比
くら

べ

て普通
ふ つ う

になってるなって感
かん

じて。そうい

うのを壊
こわ

したくて、アニメとかよく見
み

て

たんです。 

そっちにいきましたか（笑）。 

将：突飛
と っ ぴ

な表現
ひょうげん

がナチュラルに出
で

てく

るように自分
じ ぶ ん

をバージョンアップしよう

と思
おも

って。それで 頭
あたま

のネジをはずした



結果
け っ か

、２曲目
きょくめ

の「百花繚乱」みたいな

歌詞
か し

になったりしたんで、その辺
へん

を聴
き

い

て欲
ほ

しいです。 

Nao：今回
こんかい

、ここにきて俺
おれ

のドラムプレ

イは、高校男子
こうこうだんし

の性欲
せいよく

ばりに何
なに

かを求
もと

め

ている……という。 

……リアクションに困
こま

りますな（苦笑
くしょう

）。 

Nao：これからはエロかしこカワイイ系
けい

で！ 

えーと（苦笑
くしょう

）。０９年
ねん

にはアルバム・

ツアーもあるはずですからね。こちらも

気
き

になりますけど。 

ヒロト：いいアルバムが出来
で き

たあとのバ

ンドのツアーって、すごいものになると

思
おも

うんですよ。バンドはやっぱりライヴ

ありきだし、ライヴかあって 曲
きょく

が生
う

ま

れて、そこから自分達
じぶんたち

がスケールアップ

できるアルバムができたから、ライヴで

も大
おお

きくなったアリス九號.が見
み

せられ

ると思
おも

います。 

将：アルバムの曲
きょく

は、このＣＤ以上
いじょう

に

カッコいいライヴ・アレンジしてお

披露目
ひ ろ め

する……と、沙我君
くん

が言
い

ってま

す！ 

沙我：そうですよ。これは“みんなのう

た”なんです。お 客
きゃく

さんの中
なか

にも、よ

く“隣
となり

の人
ひと

が歌
うた

っててウザかった”な

んて人
ひと

がいるけど、それは違
ちが

うと。歌
うた

う

ことは何
なに

も悪
わる

くない！ 

そのためにはアルバムを聴
き

き込
こ

むべしで

すね！ 楽
たの

しみにしてます。 

 


